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「授産製品」魅力 UP プロジェクト デザインワークショップ

  主　　催 ： 豊中市
  企画協力 ： 特定非営利活動法人WiD
  協力団体 ： 社会福祉法人豊中きらら福祉会  工房「羅針盤」



● はじめに

　
　この「『授産製品』魅力アッププロジェクト」が始まったのは、本市の職員が奈良市にある
「たんぽぽの家」を視察に訪れた際に、芸術大学出身者を中心としたスタッフの方々と施設の
利用者の皆さんがすばらしい芸術作品をたくさん生み出されている様子に感動し、本市でも何
かできないか、と考えたことがきっかけです。当時、本市の文化芸術推進基本計画の策定を進
めており、その推進プログラムの一つ、「文化芸術の力を活かしたまちづくりの推進」におい
て、福祉や教育、産業等の施策との有機的な連携を図ることにより、新たな社会的・経済的価
値を生み出すことと掲げていたことから、その取組みに位置付けて、試行的に取組みを進める
こととしました。
　昨年度はオンラインセミナーを開催し、豊中市内から「ワークセンターとよなか」、豊中市
外から「Good Job!センター香芝」と、それぞれ実例を紹介してもらいながら、障害者施設で
作られる授産製品のデザインや、販路の確保から流通にいたるまで様々なお話をしていただき
市内外問わず多くの方にご参加いただきました (「資料4」にアーカイブ映像 URL を掲載 ) 。
　今年度は前回のセミナー参加者であり、市内の事業所でもある「工房『羅針盤』」にご協力
いただき、実際にアートの力を活かして授産製品の魅力を向上し、売上アップをめざすため、
デザインワークショップを実施いたしました。
　いずれの取組みも、特定非営利活動法人 WiD 理事長の西脇様に企画していただきました。
改めて深くお礼を申し上げます。
　今後も引き続き市内の障害者施設で作られる「授産製品」を、どのように魅力的に仕上げ、
発信していくことができるのか、市内関係団体と積極的に協力し、試行錯誤を重ねながら取組
みを進めてまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【豊中市　都市活力部　魅力文化創造課】
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日　　時　:　2022 年　　月　　日 (火)　16:00 - 18:00
会　　場　:　工房「羅針盤」
参加人数　:　6 名
内　　容　:　事前アンケートに基づくヒアリング

日　　時　:　2022 年　　月　　日 (火)　16:00 - 18:00
会　　場　:　工房「羅針盤」
参加人数　:　7 名
内　　容　:　講義形式でのレクチャー

日　　時　:　2022 年　　月　　日 (火)　16:00 - 18:00
会　　場　:　工房「羅針盤」
参加人数　:　7 名
内　　容　:　サンプルデザインを使用した実践

日　　時　:　2022 年　　月　　日 (木)　16:00 - 18:00
会　　場　:　工房「羅針盤」
参加人数　:　6 名
内　　容　:　デザインの効果の精査・他デザインの考察

日　　時　:　2023 年　　月　　日 (土)　13:00 - 15:00
会　　場　:　Good Job!センター香芝
参加人数　:　3 名
内　　容　:　施設見学・施設外でのネットワークづくり
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● 実施概要
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　事前アンケートの集計結果をもとに、本ワークショップを通して魅力アップを図るポイント
を「既存グッズの見せ方」に絞りました。第 1 回のワークショップでは「新型コロナウイルス
の影響」「主な販売場所・販売の機会」「広報媒体」「授産製品ラインナップ」といった観点
から現況のヒアリングをおこない、第 2 回のワークショップでは講義形式でのレクチャーを実
施。その後、簡易式撮影セットを用いて商品撮影のデモンストレーションをおこないました。

　工房「羅針盤」では毎年、夏季と冬季に授産製品のカタログ販売がおこなわれており、ワー
クショップ実施期間中にも冬季のカタログ販売が予定されていました。実践も踏まえ、カタロ
グのリニューアルを一つの目標として設定しました。

　第 3 回のワークショップまでの期間には各自でおこなうワークを設け、今回のカタログに掲
載する授産製品を決定しました。また、イメージするデザインの共有を目的として、同様の製
品の販売促進等を目的としているデザインのリサーチもおこないました。第 3 回のワークショ
ップでは、リサーチをもとに作成したサンプルデザインを土台とし、考察を交えながら写真の
加工や編集作業をおこないました。

　カタログが完成し、注文件数の確定後におこ
なった第 4 回のワークショップでは、授産製品
ごとの売上推移等を確認することでデザインの
効果を精査し、また、同法人内他事業所のカタ
ログデザインの考察もおこないました。同時期
物価高騰に伴う製菓商品の値上げもあり、注文
件数の減少が懸念されていましたが、売上は本
ワークショップ実施前の同年夏季、前年冬季と
比較して約 2.6 倍に増加しました (「資料1」-
「資料3」参照 ) 。ワークショップを通して得
られた学びや気付き、今後のヒントとなったこ
とを本事業の終了後、次年度以降の活動にも活
かしていくことができるよう、振り返りもおこ
ないました。

● 実施総括

▲第 3 回のワークショップの様子
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　第 5 回のワークショップでは、他施設での優れた実践に触れること、施設外でのネットワー
クづくりを図ることを目的として、奈良県にある「Good Job!センター香芝」の見学をおこな
いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 4 回までのワークショップでは「既存グッ　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズの見せ方」にポイントを絞って進めてきまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たが、本見学終了後の質疑応答においては、授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産活動を取り組む上で「何を作るか、何をする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か」にまで今一度立ち返り、新規事業も視野に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入れた柔軟な意見交換がなされました。振り返
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りにおいては「職員が積極的に施設外部と関わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることの重要性」「品質を保って商品作りをす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るための試行錯誤」「『Good Job!センター香
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芝』を作るときには『これをする』と決めてし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まうことはせず、コンセプトだけを決めていた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　という話」等が、印象に残ったこととして挙げ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られたほか、「羅針盤でもこんなことができる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のでは」といったアイデアも多数挙げられてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ました。

　ワークショップの全日程を終えて、参加者の皆さんには「見せ方」の大切さを体感していた
だけただけでなく「 (自事業所の) 商品の捉え方についても大きく変わりました」といった感想
も聞かれ、大変有意義に感じられました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   【特定非営利活動法人WiD / 西脇 大祐】

▲「Good Job!センター香芝」見学の様子
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● 参加者の声

　今回のワークショップでは、写真の撮り方やキャッチコピー等の重要性、リサーチを
多くし、手数や要素は少なくするといったことを学べて良かったです。
　まずは何を誰に販売していきたいか、手書きでの構成、季節感、太陽光等を利用し見
てもらえるチラシ作りにつなげていきたいと思います。
　今回のワークショップで作ったチラシでの販売をおこなったところ (これまでの) 2 倍
ほどの売上につながることができて嬉しく思いました。PC での写真編集には苦戦中で
すが、頑張って取組んでいきたいと思います。基礎から教えていただき、ありがとうご
ざいました。
　(「Good Job!センター香芝」の見学では ) 建物の設計、家具、照明、倉庫の棚、ロゴ
等ありとあらゆる場所を様々なクリエイターさんと協力して作り完成していることに驚
きと発見がありました。カフェと作業スペースの共存が可能になっており、利用者さん
が作業をおこなっている雰囲気を感じながら買い物や休憩ができるということで様々な
出会いもあるのだと感じました。他事業所の製品を販売することや地域とのつながり、
ワークショップ等、今後の新規事業の参考にしたいと思います。
　また、建物だけでなく、利用者さんの作品やデザインを他事業者とつなげていくとい
う職員の行動力も素晴らしいものだと感じました。今回の見学をヒントに現場でも活用
していきたいと思います。

　チラシやパンフレットは文字や色合いを統一することで商品が見やすくなるというこ
と。写真の撮り方一つで買ってみようかなと思ってもらうことができるということ。
　作業所のテーマの色を決めることで授産商品のラッピングやチラシ等で統一感が出る
ということ。
　毎月デザインワークショップを開催していただきありがとうございました。実際、冬
季物品で新たにチラシを作っていただいた結果、夏季物品の 2 倍ほど売り上げることが
できました。少し高く値段設定したマグカップも 4 つ売れました。来年度の夏季物品の
際も今回学んだことを活かしたいと思います。
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　職員が積極的に外部と関わることで利用者さんの作業につながっていくということ。
一度入ってみようかなと思わせる外観が大切だということ。タオル等の内職作業と工芸
の併用は難しいということ。
　利用者さんが今何をしたいか、何を作りたいかを尊重していく。

　今回、デザインワークショップ研修に参加して、購入者の目線に立ってどのように写
真を撮るのが良いかということを学びました。また、商品の価格設定において、実際ど
のくらいが良いのか掴めておらず、漠然とした価格設定にしていたため、今回、西脇さ
んにもっと価格を上げても良いと思いますと言っていただき、自分たちが考えている以
上に自信を持って価格設定をしても良いということに気付きました。
　羅針盤でも商品の受注につながるよう、Instagram を活用し掲載をおこなっていまし
たが、実際に商品を使用しているような撮影の仕方の方が、購入者にもイメージが持ち
やすく、今後撮影の際は実践していきたいと思いました。
　商品の捉え方についても大きく変わりました。良いものを作っている自覚と自信を
持って、今後も利用者さんと製作活動を頑張っていこうと思います。貴重な研修に参加
させていただき、ありがとうございました。

　写真の撮り方一つで商品の印象や売れ行きが大きく変わることに驚きました。今まで
チラシ作りでは写真よりもデザインにこだわらないといけないと思っていましたが、シ
ンプルな方が見やすくて分かりやすく、購入者の目に留まりやすいと気付きました。
　Zoom ではなく実践しながらの研修だったのでとても分かりやすかったです。今後の
販売に活かしていきたいと思います。
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　(「Good Job!センター香芝」について ) 店舗が併設されていることも大きいと思いま
すが、「入ってみたいな」と思わせる外観や居心地の良い空間となっていました。どう
すれば同等の品質を保って商品作りができるかを、試行錯誤されているかも伝わってき
ました。自分の現場でも役立てていきたいと感じました。
　施設を作るときに、コンセプトだけを決めていたという話が印象的でした。「これを
する」と決めてしまうと、自由が利かなくなってしまう。利用者と相談しながら作って
いく大事さも再確認できました。
　色々なお話を聞かせていただきありがとうございました。地域に開かれた社会資源を
目指して、よりよい施設づくりを進めていきたいと思います。貴重なお時間をありがと
うございました。

　デザインは整理整頓で、センスは積み重ねだ、という西脇さんの言葉がとても印象に
残っています。とても実用的で、これはすぐに結果 ( 売上 ) に結びつくと確信していま
した。本市のチラシ作成業務をおこなう職員にも見てもらいたいと思い、一緒に参加さ
せていただきました。
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● 資料1

　本ワークショップ実施前、2021 年冬季販売のカタログと売上データ
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● 資料2

　本ワークショップ実施前、2022 年夏季販売のカタログ

- 9 -



　本ワークショップ実施前、2022 年夏季販売の売上データ
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● 資料3

　本ワークショップを通して作成した、2022 年冬季販売のカタログと売上データ
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● 資料4

　昨年度開催したオンラインセミナーのアーカイブ映像を YouTube にて公開しています。　
「ワークセンターとよなか」におけるオリジナル陶器の商品化・発信・流通や、「Good Job!
センター香芝」における最新のデジタル技術等を組み合わせた商品づくりについて、ご紹介し
ています。ぜひご覧ください。

「『授産製品』魅力UPプロジェクト オンラインセミナー 事例紹介①
『オリジナル陶器のこれまで』」
登壇 : 河田 善次・中垣 匠人 (社会福祉法人豊中きらら福祉会 ワークセンターとよなか)

「『授産製品』魅力UPプロジェクト オンラインセミナー 事例紹介②
『福祉 × デザインのものづくり』」
登壇 : 藤井 克英 (社会福祉法人わたぼうしの会 Good Job!センター香芝)

  ･･････････････････ https://youtu.be/xhyFfuNV7GE

       ･･･････････････ https://youtu.be/IpvWkAPZcSA
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